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概要 
人が「自己」を評価する際には、それが自己に深く関

わるものであるため、自尊感情や性別といった要素に
影響され、客観的な評価が困難な可能性がある。本研究
では外見的特徴を排除したスティックフィギュアの歩
行アニメーションを使用し、その動作主を他者と想定
している際と自己と想定している際に評価に差異が生
じるかどうかを検証した。結果、同じ歩行アニメーショ
ンに対する評価であるにも関わらず、自尊感情の低い
人や女性では自己想定の際に評価が低下した。 
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1. はじめに 

自己の認識を形成する自己評価と自尊感情につい

て、多くの研究がなされている。Harter（1985）は、

自己に対する認識を自分の価値や存在に対する感情

的評価である「自尊感情」と、自分の能力や性質に

対する認知的な評価である「自己評価」に区別し、

複数の領域の自己評価が自尊感情を形成するとして

いる。自尊感情と自己評価の関連を調査した研究も

多く、山本ら（1982）では、優しさや容貌などの様々

な自己評価と自尊感情が強く関連していることが示

されている。中山・田中（2007）や藤瀬・古川（2005）

は、自己視点と他者視点で自己に対する評価が自尊

感情に与える影響を比較しており、他者からの評価

を想像して行う他者視点の評価の方が自尊感情によ

り多くの項目で影響を与えることを指摘している。

また、岡田ら（2015）は日本人における自尊感情の

メタ分析を行い、男性の方が女性よりわずかに自尊

感情が高いことが報告している。 

 「自己」を評価する際には、評価を検討する行為

自体が自分自身に強く関連するものであるため、客

観的に評価することは困難であると考えられる。

Rice et al.（2020）では、近年、Zoom等のオンライ

ンコミュニケーションにおいて、コロナ禍以前はほ

とんど目にすることのなかった発話中の自身の表情

を長時間目の当たりにすることで、過度に自身の外

見をネガティブに捉える身体醜形障害が急増したこ

とを報告しており、これを Zoom 異形症（Zoom 

dysmorphia）と名付けた。Kuck et al.（2021）では

身体醜形障害全般と自尊感情の高さの関係について

のメタ分析を行っており、自尊感情の低い人ほど身

体醜形障害が重症になりやすい傾向を明らかにして

いる。つまり、自己の身体像を評価する際には、自

分自身の価値や存在に対する感情的評価である自尊

感情が参照されており、その影響で評価に歪みが生

じている可能性がある。 

自己の身体像に対する自己評価は主観的な自己視

点の評価であるため、Zoom 異形症のようなネガテ

ィブなバイアスが生じている可能性があるが、対象

となる自己から「自己である」という認識を排除し

た客観的な評価との相違について定量的に検証した

例は殆どない。そこで本研究では、自己評価の対象

となる自己から「自己である」という認識を排除す

ることによって、それが「自己である」ことをわか

っている状態とどのように異なるか、またその認識

が自尊感情の高低に影響を受けるか、性別によって

どのように異なるかを明らかにすることを目的とす

る。 

2. 方法 

2.1 実験参加者 

本研究は 10 代〜50 代の男女 103 名（M = 27.213

歳, SD = 13.216）を対象に実験を実施した。 

 

2.2 実験刺激作成 

属性や自尊感情に関する質問紙調査を行った上で、

12 メートルの歩行路を歩行する参加者の姿をビデ
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オ収録した。次に、歩行映像からOpen Pose（Cao Z. 

et al, 2018）で姿勢推定した二次元座標データを抽出

し、それを元にスティックフィギュアの歩行アニメ

ーションを作成した（図 1）。 

自尊感情の測定には齊藤（2006）を参考に

Rosenberg（1965）をもとにした自尊感情尺度

（RSES）を用いた。回答は「まったく当てはまらな

い」～「非常に当てはまる」までの 7件法で全 10項

目あった。 

 

 

 

2.3 実験手続き 

歩行映像の収録から約 10 日後にオンラインによ

る歩行評価実験を実施した。まず 1段階目として、

他者の歩行評価を行う旨を教示した上で、3 人分の

歩行アニメーションを順に提示し、提示刺激ごとに

歩行について 100点満点で評価を求めた。2段階目

として、次は参加者自身の歩行である旨を教示し、

参加者本人の歩行データに基づくアニメーションを

提示して、100点満点にて評価を求めた。なお、1段

階目に提示した 3 人分の歩行のうち、2 人目の歩行

は実際には参加者本人のものであった。つまり、参

加者は自身の歩行アニメーションを 1段階目では他

者と想定して評価し、2 段階目では自己であると想

定して評価したことになる。なお、歩行評価実験に

参加できなかった 11名を除き、92人の参加者の参

加者のデータをデータ分析に用いた。 

3. 結果 

3.1 自尊感情高低の基準 

Rosenberg（1965）の自尊感情尺度データについて、

各人の得点の合計値の平均（約 45.5 点）を参考に、

45点以下の参加者を「自尊感情低群」、46点以上の

参加者を「自尊感情高群」と定義した。菅（1984）

や Schmitt & Allik（2005）では、4件法 10項目の自

尊感情尺度で日本人の健常者の RSESの平均得点が

25点前後であると報告している。4件法 10項目にお

ける 25点は 7件法 10項目で 43.75 点であり、本研

究での自尊感情の高低を決める45.5点も妥当な範囲

であると考えられる。 

 

3.2 自尊感情の男女差 

岡田ら（2015）のメタ分析で自尊感情における性

差が見られたことから、男性と女性の自尊感情得点

に差異が見られるかどうかを検証するために t 検定

を行った。結果、男性と女性の自尊感情得点の平均

値に差異は見られなかった（t(90) = 1.356, p = .178）。 

 

3.3 想定する動作主の違いと歩行評価 

外見的特徴を排した参加者本人の歩行アニメーシ

ョンに対して、動作主を他者と想定した場合と自己

と想定した場合で評価に差異が生じるか、また自尊

感情や性別により影響が生じるかを検証した。 

 

3.3.1 自尊感情 

歩行アニメーションの動作主を他者と想定してい

るか自己自身と想定しているかによって、歩行に対

する評価得点に差異が生じるか、またその差異に自

尊感情の高低が影響するかを確かめるために、従属

変数を歩行に対する評価得点、独立変数を想定動作

主（他者想定・自己想定：参加者内）および自尊感

情（自尊感情高群・自尊感情低群：参加者間）とし

た 2要因分散分析を行った。その結果、5％有意水準

で交互作用（F (1,90) = 4.655, p = .034)が認められた。

単純主効果検定の結果、自尊感情低群は他者想定の

評価よりも自己想定の評価の方が有意に歩行評価得

点が低いことが明らかとなった（F(1, 47) = 9.242, p 

= .004）。一方で自尊感情高群では他者想定でも自己

想定でも評価に差異が生じなかった（F(1, 43) = .024, 

p = .878）。図 2に各水準における平均値を示す。 

図 1 歩行アニメーション 
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図 2 自尊感情の高低と想定動作主の違いによる歩行評価 

 

3.3.2 性別 

歩行アニメーションの動作主を他者と想定してい

るか自己自身と想定しているかによって、歩行に対

する評価得点に差異が生じるか、またその差異に性

別が影響するかを確かめるために、従属変数を歩行

に対する評価得点、独立変数を想定動作主（他者想

定・自己想定：参加者内）および性別（男性・女性：

参加者間）とした 2要因分散分析を行った。その結

果、5％有意水準で交互作用（F (1,90) = 4.294, p = .041)

が認められた。単純主効果検定の結果、女性は他者

想定の評価よりも自己想定の評価の方が得点が低下

することが明らかとなった（F(1, 56) = 7.782, p = .007）。

一方で男性では他者想定でも自己想定でも評価に差

異が生じなかった（F(1, 34) = .164, p = .688）。図 3に

各水準における平均値を示す。 

 

 

図 3 性別と想定動作主の違いによる歩行評価 

4. 考察 

実験の結果、自尊感情の低い人は、同じ歩行アニ

メーションに対する評価であっても、動作主を他者

だと想定しているときよりも、自己自身と認識した

ときの方が評価が低下することが明らかとなった。

また、女性は自己という認識によって自己評価が低

下することが明らかになった。 

歩行アニメーションは映像などと異なり、自分の

顔や容姿がわからない「自己」が排除されたもので

あると考えられるが、教示により「自己」というラ

ベルがつけられることによって自尊感情が参照され、

評価に影響が生じたと考えられる。佐藤（2001）で

は自尊感情が低い人は自己嫌悪感を抱きやすいとさ

れており、本研究における自尊感情の低い参加者は

「自己」の歩行であるという認識から自己嫌悪感が

発生し、評価を低下させたと考えられる。また、

Banakou et al.（2018）では、VR環境においてアイン

シュタインのアバタを使用することで認知成績が向

上し、特に RSES のスコアが低い参加者はスコアが

高い参加者に比べて成績向上効果が高くなることが

報告されている。これより、自尊感情の低い人は日

常的に自身の顔や姿から生じる劣等感や嫌悪感によ

るバイアスに囚われていることが考えられ、アバタ

を使用してバイアスや身体の制約から解放されるこ

とで、本来の評価や能力を発揮しやすくなる可能性

が高いといえる。 

 先行研究では男性よりも女性の方がわずかに自尊

感情が低くなる傾向が示されていた（岡田ら（2015）、

Feingold（1994）など）が、本研究では実験参加者の

自尊感情において性差は認められなかった。一方で、

女性において外見的特徴を排除した歩行アニメーシ

ョンを使用した自己評価に対して、自己想定の際に

他者想定よりも得点が低下した。Zeigler-Hill（2013）

は特に青年期の女性は自身の外見に対する肯定的な

態度が低いこと、性役割として謙虚さの規範が存在

することなどを報告している。これをふまえると、

女性は自己であるという認識により、自身の外見に

対する肯定的な態度の低さや性役割として謙虚さの

規範が参照され、男性に比べて自己の歩行に対して

高い得点をつけることを躊躇した可能性が考えられ

る。 

5. まとめと課題 

 本研究は、自己評価の対象となる自己から「自己

である」という認識を排除することによって、それ

が「自己である」ことを理解している状態とどのよ

うに異なるか、またその認識が自尊感情の高低や性

別によってどのように影響を受けるかを明らかにす
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ることを目的としていた。実験の結果、自尊感情の

低い人は、歩行動作を他人のものと想定している場

合と異なり、自身のものと認識した際に評価が低下

するという傾向が示唆された。また、女性は男性に

比べて自己という意識に影響されやすいことが示唆

された。つまり、自尊感情の低い人や女性は自身の

自尊感情に影響され、実際以上に自身を過小評価し

てしまう傾向があるといえる。これをふまえ、歩行

アニメーションやアバタ等で自尊感情に影響されな

い本来の評価を提示することで、自尊感情の低い人

や女性の自身の過小評価を軽減し、心理療法などに

活用することが可能であると考えられる。 

 本研究の課題は 2 つある。1 つ目は参加者の偏り

である。本研究は 20 歳前後の大学生 74 人と 40 代

50代の中高年層 20名で研究を行っており、20歳前

後の参加者の方が多いほか、30代の参加者が存在せ

ず限定的な年齢層に対する結果となっている。また、

中高年層には女性しか存在せず、性別の傾向にも疑

義が残るため、より細かい年齢層において男女それ

ぞれを対象としてさらなる検証を行う必要がある。

2 つ目の課題は実験条件の統制についてである。本

研究では実験終了後の自由記述で自己の歩行アニメ

ーションと教示される前から自己の歩行であると気

づいたと記述した参加者もいた。操作チェック項目

を設定するなどして、他者想定か自己想定かを厳密

に確認した追試を行う必要がある。 
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